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常設展 好評に半年
長田区役所7階ロビーで震災資料室の常設展示が始まって半年が過ぎた。 2006年のじぎく兵

庫国体で全国の方々に「阪神・淡路大震災」の状況と今日までの街づくりを銀ていただいた。

そして一時期だけ観ていただくより、長田区役所へ来られたら「いつでも観れる」ようにと今年

1月17日から常設展が始まった一一震災以降の全国からの支援への感謝と神戸の復興、そして

山田洋次監督が記された『長田の人情 永遠にJのとおり、人と人が支え合う大切さに触れてもら

うきっかけに、と一一。

区役所を訪れた方、震災学習に訪れた学生たち、研究をされている方など多くの方々にみていた

だいている。少しでも多くの資料を展示していき、今後も展災の記憶を後世に伝えていく一端にな

れば、と考えている。

------------------~ 
現在の展示内容

地獄釜、 1/17・ 1/20の長田区航空写真、「男

はつらいよ」ロケ風景パネル、長楽小学校避

難所日誌（一部）、食事配給登録カード、小

中学校記録誌、 1/18新聞配布のお知らせ、

焼け跡から掘り出された米や硯など、炊き出

しポスター、救援物資、『1・17希望の灯り』
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交 流 の 記録

先日、資料室発足時から交流を頂いている嵯峨千

久馬さんからお手紙をいただきました。嵯峨さん

は、現在も震災後の長田区の復興状況などに心を寄

せておられ、私たちとの交流が続いています。一部

を紹介させていただきます。『……一昨日はよもや

の中越沖地震、驚きと共に 12年前の悪夢を再現さ

れたようで、しかも 3年目にして再度襲われた被災

地の方々に同情を禁じえません。全く人ごととは思

えぬ衝撃です。……亡くなられたのが70歳以上の

高齢者という点も共通していて悲しいことです…』

阪神淡路大展災時には全国からの支援で力付け

られました。防災・減災についての研究や意見交換、

被災地間の交流などを通じて、今後もさまざまな活

動を続けていきましょう。

♦••• ♦••• 

今後来室を予定されている方々

•奈良県高等学校教科等研究会（田中さん）

・ジャイカ研修生

・大分県別府市より （甲斐さん）

•埼玉県より

•横浜国立大学（岡西さん）
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表の若松町5丁目を見ると震災前からずっ

で南側に大正筋商店街が南へ伸びている。 と 600人台をキープしている、これはジョイ

新長田一番街は若松町、大橋町、日吉町大丸や新長田勤労市民センターが入居してい

にあり大正筋は久保町、二葉町、腕塚町（ る公団住宅が被災したが補修で済んだからで
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であるが震災の被害の大きさと再開発ビル 再開発地区は高層ビルが1棟完成する毎に

の建築で変化が大きいのが分かる（被災し人口が大きく増える一目を離せない（続く）
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